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(57)【要約】
【課題】　拡散板を使わずに輝度の向上を図ることがで
きると共に、シート類の撓みを防ぐことができる面状ラ
イトユニットを提供すること。
【解決手段】　反射シート３と、該反射シート３上に設
置されたシート支持部材４と、該シート支持部材４上に
設置された拡散シート５と、反射シート３の少なくとも
一辺側に並んで配置され反射シート３と拡散シート５ま
たはシート支持部材４との間の空間に光を照射する複数
の光源Ｌとを備え、シート支持部材４が、拡散シート５
をその外周部全体にわたって固定している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射シートと、
　該反射シート上に設置されたシート支持部材と、
　該シート支持部材上に設置された拡散シートと、
　前記反射シートの少なくとも一辺側に並んで配置され前記反射シートと前記拡散シート
または前記シート支持部材との間の空間に光を照射する複数の光源とを備え、
　前記シート支持部材が、前記拡散シートをその外周部全体にわたって固定していること
を特徴とする面状ライトユニット。
【請求項２】
　請求項１に記載の面状ライトユニットにおいて、
　前記シート支持部材が、前記拡散シートの外周部に沿って延在した支持フレームである
ことを特徴とする面状ライトユニット。
【請求項３】
　請求項１に記載の面状ライトユニットにおいて、
　前記シート支持部材が、前記反射シートの対向する２辺上に立設される一対の支持部と
、
　前記一対の支持部間に架け渡され前記反射シート上に間隔を空けて配された透明板部と
で構成されていることを特徴とする面状ライトユニット。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の面状ライトユニットにおいて、
　前記シート支持部材が、複数の前記光源の上方を覆って前記光源からの光を遮光する遮
光部を有していることを特徴とする面状ライトユニット。
【請求項５】
　請求項２に記載の面状ライトユニットにおいて、
　前記シート支持部材が、白色材料で形成されていることを特徴とする面状ライトユニッ
ト。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の面状ライトユニットにおいて、
　前記光源が、ＬＥＤであり、
　複数の前記光源の光出射面側に設置されていると共に前記光源の並び方向に沿って延在
して前記光源から出射される光を集光するコリメータレンズを備えていることを特徴とす
る面状ライトユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示パネルのバックライトなどの照明に用いる面状ライトユニットに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ノートＰＣ（パーソナルコンピュータ）、カーナビゲーション装置、モバイルタイプＰ
Ｃ、携帯電話機、ＰＤＡ、ＡＴＭ（現金自動預け払い機）等のディスプレイには、画像表
示のための液晶表示装置が広く採用されている。この液晶表示装置には、液晶表示パネル
の裏面側から光を照射して表示画面の輝度を高めるバックライトユニットが用いられてい
る。
【０００３】
　このバックライトユニットには、蛍光管やＬＥＤ等の光源からの光を導光して主面全体
から液晶表示パネルに向けて出射させる導光板を用いたタイプが知られているが、その他
に、導光板を用いずに光反射面部材と発光面部材との間の空間に光を出射させて、反射お
よび拡散させる中空式面照明装置が提案されている。



(3) JP 2012-209128 A 2012.10.25

10

20

30

40

50

【０００４】
　例えば、特許文献１および２には、中空のユニットケースの底面側に光反射部材を配置
し、ユニットケースの光反射部材と対向する表側に発光面部材を配置し、光反射部材と発
光面部材とで挟まれる空間を中空導光領域とし、配線基板に多数個のＬＥＤを列設実装し
て成るＬＥＤ光源を中空導光領域に隣接して、中空導光領域に出射するように配置し、Ｌ
ＥＤ光源からの光を集光するＬＥＤコリメータをＬＥＤ光源の出射部に配置した中空式照
明装置が提案されている。なお、これらの中空式照明装置では、発光面部材として、光透
過拡散板、拡散シートおよびレンズシートを重ねて構成したものを用いている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－６００６１号公報
【特許文献２】特開２００８－３００１９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来の技術には、以下の課題が残されている。
　すなわち、上記特許文献１および２に記載の中空式照明装置では、光透過率が低いと共
に重量物となる拡散板を用いているため、輝度の低下が避けられないと共に重量化や部材
コストの上昇を招いてしまうという不都合があった。このため、拡散板を使わずに他の光
学シートだけで発光面側を構成すると、シート受けとしても機能していた拡散板が無いた
め、剛性が不足し、拡散シートなどのシート類に撓みが生じてしまうと共に、輝度ムラ等
が生じてしまう問題があった。
【０００７】
　本発明は、前述の課題に鑑みてなされたもので、拡散板を使わずに輝度の向上を図るこ
とができると共に、シート類の撓みを防ぐことができる面状ライトユニットを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、前記課題を解決するために以下の構成を採用した。すなわち、第１の発明の
面状ライトユニットは、反射シートと、該反射シート上に設置されたシート支持部材と、
該シート支持部材上に設置された拡散シートと、前記反射シートの少なくとも一辺側に並
んで配置され前記反射シートと前記拡散シートまたは前記シート支持部材との間の空間に
光を照射する複数の光源とを備え、前記シート支持部材が、前記拡散シートをその外周部
全体にわたって固定していることを特徴とする。
【０００９】
　この面状ライトユニットでは、シート支持部材が、拡散シートをその外周部全体にわた
って固定しているので、拡散板が無くてもシート支持部材が拡散シートの外周部全体（拡
散シートの各辺）を受けて張設状態を強固に保持することで、撓みを防ぐことができる。
また、拡散板が無いことから、輝度の向上を図ることができると共に、軽量化および部材
コストの削減を図ることが可能である。
【００１０】
　第２の発明の面状ライトユニットは、第１の発明において、前記シート支持部材が、前
記拡散シートの外周部に沿って延在した支持フレームであることを特徴とする。
　すなわち、この面状ライトユニットでは、シート支持部材が、拡散シートの外周部に沿
って延在した支持フレームであるので、拡散シートの外周部を枠状の支持部材が保持し発
光面領域に対応して開口した窓部があることで、支持フレームによる輝度の低下が無いと
共に、軽量化を図ることができる。
【００１１】
　第３の発明の面状ライトユニットは、第１の発明において、前記シート支持部材が、前
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記反射シートの対向する２辺上に立設される一対の支持部と、前記一対の支持部間に架け
渡され前記反射シート上に間隔を空けて配された透明板部とで構成されていることを特徴
とする。
　すなわち、この面状ライトユニットでは、シート支持部材が、反射シートの対向する２
辺上に立設される一対の支持部と、一対の支持部間に架け渡され反射シート上に間隔を空
けて配された透明板部とで構成されているので、透明板部が反射シートの外周部だけでな
く全体の受けとなって高剛性が得られると共に、透明材料で形成された透明板部を光が透
過することで光の減衰がほとんど無く、輝度の低下を抑制することができる。
【００１２】
　第４の発明の面状ライトユニットは、第１から第３の発明のいずれかにおいて、前記シ
ート支持部材が、複数の前記光源の上方を覆って前記光源からの光を遮光する遮光部を有
していることを特徴とする。
　すなわち、この面状ライトユニットでは、シート支持部材が、複数の光源の上方を覆っ
て光源からの光を遮光する遮光部を有しているので、遮光部により光源の上方に向けて出
射される光を遮光して発光面領域以外から光が漏れることを防止することができる。
【００１３】
　第５の発明の面状ライトユニットは、第２の発明において、前記シート支持部材が、白
色材料で形成されていることを特徴とする。
　すなわち、この面状ライトユニットでは、シート支持部材が、白色材料で形成されてい
るので、表面が白色のシート支持部材に照射された光が反射および拡散されて輝度の向上
を図ることができる。
【００１４】
　第６の発明の面状ライトユニットは、第１から第５の発明のいずれかにおいて、前記光
源が、ＬＥＤであり、複数の前記光源の光出射面側に設置されていると共に前記光源の並
び方向に沿って延在して前記光源から出射される光を集光するコリメータレンズを備えて
いることを特徴とする。
　すなわち、この面状ライトユニットでは、ＬＥＤである複数の光源の光出射面側に設置
されていると共に光源の並び方向に沿って延在して光源から出射される光を集光するコリ
メータレンズを備えているので、並んで配置されている複数のＬＥＤからの光がコリメー
タレンズで集光された帯状光となり、各ＬＥＤによる点光源の影響が低減されて輝度ムラ
の少ない良好な面状光を得ることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、以下の効果を奏する。
　すなわち、本発明に係る面状ライトユニットによれば、シート支持部材が、拡散シート
をその外周部全体にわたって固定しているので、拡散板が無くても拡散シートの撓みを防
ぐことができると共に、輝度の向上、軽量化および部材コストの削減を図ることが可能で
ある。
　したがって、この面状ライトユニットを備えた液晶表示装置や照明装置では、高輝度で
軽量かつ低コストの装置とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る面状ライトユニットの第１実施形態において、面状ライトユニット
を示す分解斜視図である。
【図２】第１実施形態において、光源周辺を示す要部の拡大断面図である。
【図３】本発明に係る面状ライトユニットの第２実施形態において、面状ライトユニット
を示す分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明に係る面状ライトユニットの第１実施形態を、図１および図２に基づいて
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説明する。
【００１８】
　本実施形態における面状ライトユニット１は、例えば液晶表示パネルのバックライトユ
ニットに用いられるものであって、図１および図２に示すように、上部が開口した箱状の
バックケース２と、該バックケース２の底面上に設置された反射シート３と、該反射シー
ト３上に設置されたシート支持部材４と、該シート支持部材４上に設置された拡散シート
５と、該拡散シート５上に設置された第１プリズムシート６Ａおよび第２プリズムシート
６Ｂと、これらプリズムシート上に設置された偏光シート７と、該偏光シート７上に設置
された発光面領域を窓部とした枠状のフロントケース８と、反射シート３の少なくとも一
辺側に並んで配置され反射シート３と拡散シート５またはシート支持部材４との間の空間
に光を照射する複数の光源Ｌと、複数の光源Ｌが実装された帯状のフレキシブルプリント
基板９と、複数の光源Ｌの光出射面側に設置されていると共に光源Ｌの並び方向に沿って
延在して光源Ｌから出射される光を集光するコリメータレンズ１０とを備えている。
【００１９】
　なお、本実施形態では、フロントケース８側の光出射面側を表面側又は上面側として記
載している。
　上記シート支持部材４は、拡散シート５の外周部（４辺）に沿って延在した四角枠状の
支持部材である。このシート支持部材４は、白色材料の樹脂で成形されている。
　また、シート支持部材４は、拡散シート５をその外周部全体にわたって固定している。
すなわち、拡散シート５は、シート支持部材４上に外周部全体（４辺全部）にわたって両
面テープ（図示略）によって接着され固定されている。
【００２０】
　さらに、このシート支持部材４は、複数の光源Ｌの上方を覆って光源からの光を遮光す
る遮光部４ａを有している。この遮光部４ａは、コリメータレンズ１０の上方を覆うよう
にコリメータレンズ１０の幅よりも広い帯状に形成されている。
　シート支持部材４は、上述したように白色材料で形成されることが好ましいが、金属製
であっても構わない。
　なお、シート支持部材４の遮光部４ａ側の側面は、切り欠かれて、複数の光源Ｌを実装
したフレキシブルプリント基板９およびコリメータレンズ１０が設置可能なスペースを設
けてある。
【００２１】
　上記光源Ｌは、ＬＥＤ光源であって、本実施形態では、白色ＬＥＤが採用されている。
この白色ＬＥＤは、例えば基板上の半導体発光素子を樹脂材で封止したものであり、半導
体発光素子として、例えば青色（波長λ：４７０～４９０ｎｍ）ＬＥＤ素子又は紫外光（
波長λ：４７０ｎｍ未満）ＬＥＤ素子であって、例えばサファイア基板などの絶縁性基板
上に窒化ガリウム系化合物半導体（例えばＩｎＧａＮ系化合物半導体）の複数の半導体層
が積層されて形成されたものである。上記樹脂材は、シリコーン樹脂を主剤とし、例えば
ＹＡＧ蛍光体が添加されている。このＹＡＧ蛍光体は、半導体発光素子からの青色光又は
紫外光を黄色光に変換させて混色効果により白色光を生じさせるものである。なお、白色
ＬＥＤとしては、上記以外でも種々のものが採用可能である。
【００２２】
　これら複数の光源Ｌを実装したフレキシブルプリント基板９は、バックケース２の内壁
面の一つに伝熱テープ１１を介して接着されている。この伝熱テープ１１は、フレキシブ
ルプリント基板９の保持と光源Ｌの放熱のために用いられている。
　なお、フレキシブルプリント基板９は、白色のレジストを用いたものが好ましい。この
場合、漏れ光がフレキシブルプリント基板９の白色レジストで白色光として反射され、輝
度の向上に寄与する。
【００２３】
　上記反射シート３は、光反射機能を有する金属板、フィルム、箔等、銀蒸着膜を設けた
フィルムや、アルミ金属蒸着膜を設けたフィルム、白色シートなどが採用可能であり、本



(6) JP 2012-209128 A 2012.10.25

10

20

30

40

50

実施形態では、例えばポリエステル系樹脂を用いた多層膜構造の反射フィルムを用いてい
る。
【００２４】
　上記第１プリズムシート６Ａは、拡散シート５上に配され、上記第２プリズムシート６
Ｂは、第１プリズムシート６Ａ上に配されている。第１プリズムシート６Ａ及び第２プリ
ズムシート６Ｂは、拡散シート５からの光を上面側に集光するための透明シート状の部材
であり、平行な複数の稜線を有するプリズム部を上面側に有している。また、第１プリズ
ムシート６Ａは、光源Ｌの光軸に対して、プリズム部の稜線がねじれの位置に設定され、
特に、上方への高い指向性が得られる方向として、光源Ｌの光軸に直交する方向と平行に
設定される。
【００２５】
　また、第２プリズムシート６Ｂは、光源Ｌの光軸に対して、プリズム部の稜線が平行に
設定されている。すなわち、第１プリズムシート６Ａと第２プリズムシート６Ｂとは、互
いのプリズム部の稜線がねじれの位置に配され、平面視で互いに稜線が直交している。こ
のような第１プリズムシート６Ａおよび第２プリズムシート６Ｂとしては、例えば住友ス
リーエム株式会社製のＢＥＦ(Brightness Enhancement Firm：商品名)シートが採用可能
である。
【００２６】
　上記偏光シート７は、光のＳ成分とＰ成分の内、一方の成分のみを透過し、他方を反射
する反射型偏光フィルムである。反射された成分の光は、反射シート側に戻り、再度、反
射型偏光フィルムに入射するまでの間に、反射型偏光フィルムを透過する成分の光に変換
される。このような反射型偏光フィルムは、例えば住友スリーエム株式会社製のＤ－ＢＥ
Ｆ(商品名)シートが採用可能である。なお、偏光シート７として、吸収型偏光シートを採
用しても構わない。
【００２７】
　上記コリメータレンズ１０は、複数の光源Ｌを収納可能な断面矩形状の溝部１０ａを延
在方向に沿って有していると共に、光源Ｌの光軸方向に突出した断面円弧状の先端形状を
有した棒状のレンズである。このため、このコリメートレンズ１０は、押出成形で容易に
形成でき、生産性が高く低コストである。このコリメートレンズ１０により、複数の光源
Ｌから出射された光は、例えば縦方向で１０°の出射角度に集光される。このように集光
された光は、反射シート３で反射されて拡散シート５を介して拡散し、第１プリズムシー
ト６Ａ、第２プリズムシート６Ｂおよび偏光シート７を通してフロントケース８の窓部（
発光面領域）から上方に出射される。
【００２８】
　このように本実施形態の面状ライトユニット１では、シート支持部材４が、拡散シート
５をその外周部全体にわたって固定しているので、拡散板が無くてもシート支持部材４が
拡散シート５の外周部全体（拡散シート５の各辺）を受けて張設状態を強固に保持するこ
とで、撓みを防ぐことができる。また、拡散板が無いことから、輝度の向上を図ることが
できると共に、軽量化および部材コストの削減を図ることが可能である。
【００２９】
　また、シート支持部材４が、拡散シート５の外周部に沿って延在した支持フレームであ
るので、拡散シート５の外周部を枠状の支持部材が保持し発光面領域に対応して開口した
窓部があることで、支持フレームによる輝度の低下が無いと共に、軽量化を図ることがで
きる。
　さらに、シート支持部材４が、複数の光源Ｌの上方を覆って光源Ｌからの光を遮光する
遮光部４ａを有しているので、遮光部４ａにより光源Ｌの上方に向けて出射される光を遮
光して発光面領域以外から光が漏れることを防止することができる。
【００３０】
　また、シート支持部材４が、白色材料で形成されているので、表面が白色のシート支持
部材４に照射された光が反射および拡散されて輝度の向上を図ることができる。



(7) JP 2012-209128 A 2012.10.25

10

20

30

40

50

　また、ＬＥＤである複数の光源Ｌの光出射面側に設置されていると共に光源Ｌの並び方
向に沿って延在して複数の光源Ｌから出射される光を集光するコリメータレンズ１０を備
えているので、並んで配置されている複数のＬＥＤからの光がコリメータレンズ１０で集
光されて帯状光となり、各ＬＥＤによる点光源の影響が低減されて輝度ムラの少ない良好
な面状光を得ることができる。
【００３１】
　次に、本発明に係る面状ライトユニットの第２実施形態について、図３を参照して以下
に説明する。なお、以下の実施形態の説明において、上記実施形態において説明した同一
の構成要素には同一の符号を付し、その説明は省略する。
【００３２】
　第２実施形態と第１実施形態との異なる点は、第１実施形態では、シート支持部材４が
、四角枠状の支持部材であるのに対し、第２実施形態の面状ライトユニット２１は、図３
に示すように、シート支持部材２４が、反射シート３の対向する２辺上に立設される一対
の支持部２４ａと、一対の支持部２４ａ間に架け渡され反射シート３上に間隔を空けて配
された透明板部２４ｂとで構成されている点である。
【００３３】
　すなわち、第２実施形態では、アクリル樹脂等の透明樹脂でシート支持部材２４が形成
されており、透明板部２４ｂを通して光が拡散シート５に照射される。
　一対の支持部２４ａは、光源Ｌおよびコリメータレンズ１０が配される辺を除く対向２
辺側に形成されている。なお、光源Ｌおよびコリメータレンズ１０が配される辺の反対側
の辺側にも、支持部２４ａを設けても構わない。また、透明板部２４ｂの光源Ｌ側の一辺
には、遮光部２４ｃとして白色テープまたは銀テープ等の反射テープが光源Ｌおよびコリ
メータレンズ１０の上方に貼り付けられている。
　さらに、第２実施形態のバックケース２２は、箱状ではなく、フレキシブルプリント基
板９を設置する一つの壁面と反射シート３を載置する底面とだけで構成されている。
【００３４】
　このように第２実施形態の面状ライトユニット２１では、シート支持部材２４が、反射
シート３の対向する２辺上に立設される一対の支持部２４ａと、一対の支持部２４ａ間に
架け渡され反射シート３上に間隔を空けて配された透明板部２４ｂとで構成されているの
で、透明板部２４ｂが反射シート３の外周部だけでなく全体の受けとなって高剛性が得ら
れると共に、透明材料で形成された透明板部２４ｂを光が透過することで光の減衰がほと
んど無く、輝度の低下を抑制することができる。
　なお、透明板部２４ｂは、軽量化のために剛性を維持できる程度に極力薄く設定するこ
とが好ましい。
【００３５】
　なお、本発明は上記各実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない
範囲において種々の変更を加えることができる。
【００３６】
　例えば、上記各実施形態の面状ライトユニットでは、液晶表示装置のバックライト用と
しているが、面状光源として他の照明用途に用いても構わない。なお、単に照明用として
採用する場合は、光学シートは無くても構わない。
　また、上記各実施形態では、拡散シートの外周部とシート支持部材とを両面テープを用
いて接着しているが、他の接着または固定の手段を用いても構わない。例えば、接着剤等
で接着しても構わない。
【００３７】
　また、２枚のプリズムシートを用いているが、１枚のプリズムシートを採用したライト
ユニットとしても構わない。さらに、拡散シートを複数枚重ねて設置しても構わない。
　さらに、フロントケースの代わりに、リムシートを用いても構わない。このリムシート
は、液晶表示パネルとバックライトユニット（面状ライトユニット）との接合に用いる両
面テープであって、遮光及び反射の機能を有したシートである。
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　また、コリメータレンズを用いて光源の光を集光しているが、このレンズの形状を工夫
して、指向性を非対称にすることで、輝度を向上させることができる。
【符号の説明】
【００３８】
　１，２１…面状ライトユニット、２，２２…バックケース、３…反射シート、４，２４
…シート支持部材、４ａ，２４ｃ…遮光部、６Ａ…第１プリズムシート、６Ｂ…第２プリ
ズムシート、７…偏光シート、８…フロントケース、９…フレキシブルプリント基板、１
０…コリメータレンズ、２４ａ…支持部、２４ｂ…透明板部、Ｌ…光源

【図１】 【図２】
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【図３】
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